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プロジェクトの期間

市町村名 武雄
た け お

市
し

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称

③ 市民満足度の向上

④ 事務事業の見直し

⑤ 組織機構の見直し

（１）市民参画の機会の拡充
○市長対話集会の充実 ○ 各種審議会等への公募委員の参画

（２）市民協働のまちづくりの推進
○地域コミュニティ活動、ボランティア団体等との連携推進
【関連プロジェクト⇒武雄市定住促進プロジェクト】
（３）民間委託の推進
○朝日保育所、朝日第２保育所、若木保育所、北方幼稚園、
給食センターの民営化
○指定管理者制度の活用（保養村、文化会館、図書館）

地域
ち い き

経営
けいえい

改善
かいぜん

プロジェクト

（１）組織機構の統合整備
○組織機構の再編 ○本庁・支所の役割分担の明確化

頑張る地方応援プログラム

プロジェクトの目的、概要
及び具体的な成果目標

（目的、概要）
「自分たちのまちは、自分たちの手で創り、そして守っていく」という市民意識を醸成す
るとともに「市民参画」の機会の創出と拡充を図り、市民と行政との協働による魅力的で
元気のあるまちづくりを目指します。このため、まちづくりの指針として策定した「武雄市行
政改革プラン」に掲げる目標の達成に向けて改善事項の実施及び関連するプロジェクト
（施策）等の推進に取り組んでいきます。

プロジェクト名

（具体的な成果目標）
武雄市行政改革プランにおける目標総額 H22年度 ５３億円
（歳入面） H17年度／ ２１０億 ４００万円 → H22年度／２１３億 ４００万円（3
億円増）
（歳出面） H17年度／２０６億６,９００万円 → H22年度／１５６億６，９００万円（50
億円減）

都道府県名 佐賀
さ が

県
けん

（１）わかりやすい情報の提供・説明責任の向上
○ホームページを活用した情報発信 ○顔の見える市役所

（２）行政経営状況の公開
○行政経営状況の公開 ○わかりやすい予算・決算の公開

（１）事務事業の改善・整理合理化
○新たな行政評価システムの導入

① 市民に開かれた行政
の推進

② 市民参画・市民協働
の推進

（１）市民サービスの向上
○ユニバーサルデザインの推進 ○動く市役所制度の実施
○市民サービス機能の充実

（２）高度情報化の推進
○各種申請・届出の電子化の導入

（３）公共施設有効活用の推進
○公共施設の統合整備 ○公共施設の有効的な活用推進

0
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0
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⑦ 健全な財政運営の推
進

（１）自立した財政基盤の推進
○将来に備えた基金積立制度の導入 ○補助金等の見直し

（２）積極的な新たな財源の確保
○企業・学校等誘致の促進
【関連プロジェクト⇒企業等立地促進プロジェクト】
○地場産業の活性化促進
【関連プロジェクト⇒武雄ブランド化プロジェクト 】

（３）公共工事コストの縮減
○公共工事コスト縮減の推進 ○入札・契約制度の見直し

（４）公営企業・特別会計等の経営健全化
（５）広域行政の健全化推進

（１）職員の活性化と人材育成
○育成型人事の実施 ○民間企業等経験者等の雇用促進

（２）人事管理・給与の適正化
○人事考課システムの導入 ○諸手当の適正化

（３）定員適正化の推進
○定員適正化計画の推進（Ｈ18～Ｈ22の削減数：78人）

当該調書は、市民と行政による協働のまちづくりを推進するための指針として作成した「武雄市行政改革プ
ラン」において計画する施策を掲げたものです。目標を達成するため、関連する事業（関連プロジェクト）に取
り組んでいきます。関連事業（関連プロジェクト）の内容については、各「プロジェクト」シートをご覧ください。

総 計

⑥ 人材育成と人事管理

その他特記事項


